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ながいでしょ りっぱでしょ
サトシン/作　山村浩二/絵
PHP研究所

えっへん、ながいでしょ りっぱでしょ 
動物たちが長いもの自慢しているよ。
でもにわとりさんの長いものって？

ツバキ文具店
小川糸/著
幻冬舎

依頼者の心に寄り添いながら、代
書であなたの思いを手紙に書く。
心温まる作品です。

其の 220
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　田原市指定文化財の考古資料の中に宝海天神社
瓦経があります。宝海天神社は、保美町下地にある神
社で、瓦経とはお経を刻んだ焼き物のことです。この
瓦経は中世渥美窯の焼き物で、元は保美地区の八幡
社の宝物とされていたものです。しかし、1913（大正
２）年に八幡社が宝海天神社に合祀されたため、この
瓦経も宝海天神社の宝物とされて現在に至ります。
　平安時代後期（11世紀中頃）、末
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思想（※）が広
がっていく中で、仏教を信仰していた人々が願いを込
めて書き写したお経を経
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に入れて埋納し、経
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塚
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を作りました。経筒の中に納めたお経の多くは紙に
書き写されたものでしたが、紙よりも後世まで残すこと
ができる銅、焼き物、石に書き写したお経も作られまし
た。その中で板状にした焼き物にお経を刻んだものが
瓦経と呼ばれています。
　宝海天神社瓦経には「尊
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」を刻んだものの２片があり、瓦経の表・

裏面に刻まれています。「尊勝陀羅尼経」を刻んだ瓦経
の側面には「書

しょしゃたてまつるそうせいけん

写奉僧聖賢」とあり、僧聖賢がこの瓦
経を書き写したことがわかります。聖賢の名前は、三重
県伊勢市にある小
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出土の瓦経でも見ること
ができます。小町塚経塚に納められていた渥美窯の瓦
経などは、１１７４（承安４）年に伊良胡御

みくりや

厨（伊勢神宮の
領地で、範囲は旧渥美町域が想定されている）にあっ
たとされる万

まん

覚
かく

寺
じ

の僧らの願いによって作られました。
　宝海天神社瓦経に名前が
見られる聖賢は、渥美半島と
深い関わりがあったと考えら
れています。宝海天神社瓦経
は、中世の人々の願いが込め
られ、現在に残された大切なも
のです。
※末法思想…末法とは、仏教の

教えが衰えてしまう時代のこと
（学芸員　清水俊輝）

　身近な生活の中
で感じたことや、心
温まるエピソードな
どを、作文や詩・俳
句・短歌・川柳など
で表現してみませ
んか？ご応募いただ
いた作品は市図書館主催の「いきいき元気！音読タ
イム」および「おうちで音読」のテキストとして使用し
ます。

◎第2回「たはら言の葉コンクール」作品募集！
対象：どなたでも（1人5作品まで）
申込：12月26日（日）までに中央図書館
カウンターへ直接、郵送、QRコードにて
優秀作品発表：令和4年3月10日（木）
図書館HPおよび中
央図書館内
※応募者全員に参加

賞があります/詳細
は館内ポスターま
たはHPをご確認く
ださい

▲瓦経「尊勝陀羅尼経」
田原市博物館寄託

▲前回の優秀作品展示の様子

▲募集の詳細
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